
 

 

 

 

 

参  考  資  料 

 

 
 

 

１．現在行われている共同研究 

 

２．国立民族学博物館（みんぱく）所蔵の研究資料等について 

 

３．共同研究会旅費所要額算出資料 



資　料　１

所属 研究課題名 研究代表者名

超域フィールド科学研究部
戦争・帝国主義と食の変容―食と国家の関係を再考する
　　　　　　　　　　　　　　（ ～2023年3月まで ）

宇田川妙子　教授

環北太平洋地域の先住民社会の変化､現状､未来に関する
学際的比較研究―人類史的視点から( ～2023年3月まで ）

岸上伸啓　教授

食生活から考える持続可能な社会―「主食」の形成と展
開                          （ ～2022年3月まで ）

野林厚志　教授

人類基礎理論研究部
博物館における持続可能な資料管理および環境整備―保
存科学の視点から             （ ～2021年3月まで ）

園田直子　教授

不確実性のなかでオルタナティヴなコミュニティを問う
―モノ､制度、身体のからみあい（ ～2022年3月まで ）

森明子　教授

社会・文化人類学における中国研究の理論的定位―12の
テーマをめぐる再検討と再評価 （ ～2022年3月まで ）

河合洋尚　准教授

人類史における移動概念の再構築―「自由」と「不自
由」の相克に注目して―       （ ～2022年3月まで ）

鈴木英明　准教授

日本列島の鵜飼文化に関するＴ字型学際共同アプローチ
―野生性と権力をめぐって　（ ～2023年3月まで ）

卯田宗平　准教授

島世界における葬送の人類学―東南アジア・東アジア・
オセアニアの時空間比較       （ ～2022年3月まで ）

小野林太郎　准教授

人類学/民俗学の学知と国民国家の関係―20世紀前半のナ
ショナリズムとインテリジェンス（ ～2021年3月まで ）

中生勝美 教授
(桜美林大学リベラルアーツ学群)

文化人類学を自然化する     （ ～2021年3月まで ）
中川敏 名誉教授
（大阪大学）

ネオリベラリズムのモラリティ（ ～2021年3月まで ） 田沼幸子 准教授
（東京都立大学人文社会学部）

オセアニア･東南アジア島嶼部における他者接触の歴史
記憶と感情に関する人類学的研究（ ～2022年3月まで ）

風間計博 教授
（京都大学大学院人間・環境学研究科）

伝統染織品の生産と消費―文化遺産化・観光化による
ローカルな意味の変容をめぐって（ ～2022年3月まで ）

中谷文美 教授
（岡山大学大学院社会文化科学研究科）

心配と係り合いについての人類学的探求
（ ～2022年3月まで ）

西真如 特定准教授
（京都大学大学院アジア・
アフリカ地域研究研究科）

統治のフロンティア空間をめぐる人類学―国家・資本・
住民の関係を考察する  　　 （ ～2022年3月まで ）

佐川徹 准教授
（慶應義塾大学文学部）

グローバル時代における「寛容性／非寛容性」をめぐる
ナラティヴ・ポリティクス　 （ ～2022年3月まで ）

山泰幸 教授
（関西学院大学人間福祉学部）

カネとチカラの民族誌：公共性の生態学にむけて
（ ～2022年3月まで ）

内藤直樹 准教授
（徳島大学大学院社会産業理工学部）

沙流川調査を中心とする泉靖一資料の再検討
（ ～2022年3月まで ）

大西秀之 教授
（同志社女子大学現代社会学部）

グローバル化時代における「観光化／脱-観光化」のダ
イナミズムに関する研究　 　　（ ～2022年3月まで ）

 東賢太朗 准教授
（名古屋大学大学院人文学研究科）

海外フィールド経験のフィードバックによる新たな人類
学的日本文化研究の試み      （ ～2023年3月まで ）

片岡樹　教授
（京都大学大学院アジア・
アフリカ地域研究研究科）

「描かれた動物」の人類学―動物×ヒトの生成変化に着
目して   　                （ ～2023年3月まで ）

山口未花子　准教授
（北海道大学大学院文学研究院）

月経をめぐる国際開発の影響の比較研究―ジェンダー及
び医療化の視点から          （ ～2023年3月まで ）

新本万里子　教育研究推進員
（広島大学アクセシビリティセンター）

拡張された場における映像実験プロジェクト
（ ～2021年3月まで ）

 藤田瑞穂チーフキュレーター／
プログラムディレクター

（京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA）

感性と制度のつながり―芸術をめぐる「喚起」と「評
価」のプロセスから考える　 （ ～2022年3月まで ）

緒方しらべ 　特別研究員RPD
（関西外国語大学／日本学術振興会）

モビリティと物質性の人類学 （ ～2022年3月まで ）
古川不可知　講師

（九州大学大学院比較社会文化研究
院）

先住民と情報化する社会の関わり
　　　　　　　　　          （ ～2023年3月まで ）

近藤祉秋　講師
（神戸大学大学院国際文化学研究科）

館外

若手

現在行われている共同研究一覧

グローバル現象研究部

学術資源研究開発センター

人類文明誌研究部



 

資 料 ２ 

国立民族学博物館（みんぱく）所蔵の研究資料等について 
 

 国立民族学博物館が所蔵している諸資料は，次のとおりです。日本語図書、外国語図書、雑誌などの

所蔵情報、服飾関連情報のデータベースは、ウェブサイトからも検索できます。 

 

１．諸資料の所蔵一覧（令和 2年 3月 31日現在） 

 

標本資料（未登録資料含む） 345,134 点 

海外資料 179,256 点 

国内資料 165,878 点 

 

映像・音響資料 70,874 点 

映像資料 8,223 点 

音響資料 62,651 点 

 

文献図書資料  

図書 682,179 冊 

日本語図書 268,282 冊 

外国語図書 413,897 冊 

雑誌 17,195 種 

日本語雑誌 10,144 種 

外国語雑誌 7,051 種 

 

HRAF（Human Relations Area Files） 

地域（民族集団）ファイル 385 ファイル 

原典（テキスト） 7,141 冊 

 

２．データベース一覧（令和 2年 3月 31日現在） 

本館の所蔵資料をはじめ、さまざまな研究資料や研究成果をデータベース化し、館内外に広く提供しています。 

（＊印は、館内でのみ利用できるデータベース。各データベースの〔 〕内の数値は収録レコード数。） 

 

標本資料 

標本資料目録 

本館が所蔵する標本資料（生業や生活、儀礼、

製作技術にかかわる用具類など）の情報（画

像あり）。ほぼすべての資料について、標本

名、地域、民族、寸法・重量、受入年度など

の基本情報を収録。 286,431件 

標本資料詳細情報 

本館が所蔵する標本資料（生業や生活、儀礼、

製作技術にかかわる用具類など）の情報（画

像あり）。標本名、現地名、訳名、収集地、

使用地、使用民族、使用年代、用途・使用法、

製作地、製作法・材料など、より詳しい情報

を収録。       インターネット公開： 

館内公開： 

77,259 件 

278,397件 

標本資料記事索引 

本館関連出版物に掲載された所蔵標本資料の

解説について、その書誌事項を標本資料別に

整理したデーターベース。 69,264 件 

韓国生活財 

ソウルの李さん一家の生活財を網羅した情

報。アパートの中にあったすべての物につい

て、配置と入手方法、物にまつわる家族の思

い出を記録（画像あり）。 7,827 件 

ジョージ・ブラウン・コレクション（日本語版、英語版） 

宣教師であり神学博士でもあったジョージ・

ブラウン氏が 19 世紀末から 20 世紀初頭に

かけて南太平洋諸島で収集し、現在、本館に

収蔵されている民族誌資料に関する基本情報

（画像あり）。 2,992 件 

カナダ先住民版画 ＊ 

本館が所蔵する代表的なカナダ先住民版画の

基本情報と解説（画像あり）。特別展「自然

のこえ 命のかたち―カナダ先住民の生み出

す美」（2009 年）の展示資料を中心に収録。 

 

 

 

 

158 件 

 

映像･音響資料 

映像資料目録 

本館が所蔵する映画フィルム、ビデオテープ、

DVD など映像資料の情報。 8,223 件 

ビデオテーク 

本館展示場で提供しているビデオテーク番組

の情報。番組をキーワードで検索したり、ビ

デオテークブースと同じメニューから探すこ

とができる。 775 件 

音楽・芸能の映像 

本館が世界各地で取材したビデオ映像から、

音楽演奏や芸能に関係する部分を、1 曲また

は 1 テーマごとに抽出した動画データベー

ス。映像は館内限定公開。 849 件 

松尾三憲旧蔵絵葉書コレクション 

松尾三憲（みのり）氏が、1919 年から 1923 

年までの海軍在職中に、訓練航海の途上訪れ

た現地で買い求めた絵葉書の情報（画像あ

り）。 170 件 

 

 

 

 

 

 

  



京都大学学術調査隊写真コレクション  

「京都大学カラコラム・ヒンズークシ学術探

検隊」（1955 年）、「京都大学探検部トンガ

王国調査隊」（1960 年）、「京都大学アフリ

カ学術調査隊」（1961 年～1967 年）、およ

び「第二次京都大学ヨーロッパ学術調査隊」

（1969 年）が撮影した写真の情報（画像あ

り）。   

インターネット公開： 

館内公開： 

 

 

 

22,361 件 

42,195 件 

梅棹忠夫写真コレクション ＊ 

梅棹忠夫本館初代館長が、世界各地における

調査研究活動の過程で撮影した写真の情報

（画像あり）。 35,481 件 

オーストラリア・アボリジニ研究フィールド写真 ＊ 

小山修三本館名誉教授が、1980 年から 2004

年にかけて、オーストラリア・アボリジニ文

化の調査で記録した、儀礼から風景までの多

彩な写真の情報（画像あり）。 7,999 件 

朝枝利男コレクション ＊ 

朝枝利男氏が 1930 年代にアメリカの学術調

査団に数回にわたり同行し撮影した、南太平

洋の人々や動植物の写真の情報（画像あり）。 

 

 

 

3,966 件 

西太平洋およびインド洋を中心とする海洋民

族写真資料－大島襄二写真コレクション 

大島襄二氏が、1967 年から 1991 年にかけて

アジアやオセアニアなどの調査で撮影した写

真の情報（画像あり）。 

インターネット公開： 

館内公開： 

7,889 件 

8,842 件 

アフリカ カメルーン民族誌写真集－端信行

コレクション 

端信行本館名誉教授が 1969年から 90年代初

頭にかけて行った、おもにアフリカのカメル

ーン共和国での民族学的調査の中で撮影した

写真の情報（画像あり）。 6,530 件 

沖守弘インド写真 （日本語版、英語版） 

写真家沖守弘氏が1977年から1996年にかけてイン

ド全域で撮影した、宗教・祭礼・民俗画・芸能・生

活文化に関する写真の情報（画像あり）。 

                             インターネット公開：                                        

館内公開： 

21,971 件

22,120 件 

ネパール写真（日本語版、英語版） 

「西北ネパール学術探検隊」（1958 年）に参

加した高山龍三氏（当時大阪市立大学大学院

生）らがネパールで撮影した写真、および、

同隊が収集し、現在本館に収蔵されている標

本資料の情報（画像あり）。 3,879 件 

西北ネパール及びマナスル写真 ＊ 

「西北ネパール学術探検隊」（1958 年～ 

1959 年）が撮影した写真の情報（画像あり）。

一部に「日本山岳会第一次マナスル登山隊」

（1953 年）科学班の写真（推定）を含む。本

館に移管された旧文部省史料館資料の一部。 620 件 

タイ民族誌映像―精霊ダンス― ＊ 

田辺繁治本館名誉教授が調査したタイの精霊

ダンスの写真情報（画像あり）。精霊ダンス

の系統、開催地域、祭主から写真群を閲覧で

きる。写真は調査報告（タイ語）とも関連づ

けられている。          写真： 

調査報告： 

10,082 件 

41 件 

  

東南アジア稲作民族文化綜合調査団写真 ＊ 

日本民族学協会が 1957 年から 1964 年にか

けて三次にわたり東南アジアに派遣した調査

団のうち、第一次調査団（1957 年）と第二次

調査団(1960 年)が記録した写真の情報（画像

あり）。 

 

 

 

 

 

4,393 件 

焼畑の世界－佐々木高明のまなざし＊ 

佐々木高明（本館元館長）が調査で撮影・記

録した写真の中から、特に日本の焼畑に関す

るものを収録（画像あり）。 454 件 

音響資料目録 

本館が所蔵するレコード、CD、テープなど音

響資料の情報。 62,651 件 

音響資料曲目 

本館が所蔵する音響資料について、音楽の曲

単位、昔話の一話単位で収録した情報。 351,802件 

 

文献図書資料 

図書・雑誌目録（OPAC） 

本館が所蔵する図書・雑誌資料（マイクロフ

ィルムなどを含む）の書誌・所蔵情報。 

図書資料: 

雑誌タイトル: 

633,415件 

17,195 件 

梅棹忠夫著作目録（1934～） 

著書・論文をはじめ本の帯の推薦文にいたる

まで、梅棹忠夫本館初代館長のあらゆる著作

を網羅した目録情報。 6,911 件 

 

言語資料 

中西コレクション―世界の文字資料 

世界のさまざまな文字で書かれた図書・新

聞・手稿・標本などの資料に関する分析情報

と書誌情報、文字サンプルの画像。これらの

資料は、中西印刷株式会社・故中西亮氏が世

界各地で収集。 2,729 件 

吉川「シュメール語辞書」 

吉川守氏（広島大学名誉教授）が 40 年ほど

の年月をかけて完成させた、シュメール語の

研究ノート。親字 33,450 語をキーワードに検

索・閲覧できる。 

キーワード: 

33,450 語 

(40,596頁) 

Talking Dictionary of Khinina-ang Bontok 

（ボントック語音声画像辞書） 

Lawrence A. Reid 氏（ハワイ大学名誉教授）

が編集した、フィリピン・ルソン島北部で話

されるボントック語のギナアン方言の辞書。

語の派生関係、例文、音声・画像などのデー

タを結びつけたマルチメディア・データベー

ス辞書。 

見出し語： 

7,717語 

日本昔話資料―稲田浩二コレクション 

稲田浩二氏（当時京都女子大学教授）らのグ

ループが、1967 年から 1978 年にかけて日本

各地 29 道府県で現地録音取材した日本昔話

資料（446 本のテープ・約 190 時間）の情報

（音声あり）。音声は館内限定公開。 3,696 件 

 

 

 

 

 

 

 



rGyalrongic Languages （ギャロン系諸語） 

【英語、中国語】 

長野泰彦本館名誉教授と Marielle Prins 博

士が編集した、中国四川省の西北部で話され

るギャロン系諸語のデータベース（音声あ

り）。83 の方言ないし言語それぞれについて、

425 または 1200 の語彙項目と 200 文例を収

録している。           語彙： 

文例： 

41,078 語 

15,706 件 

 

服装･身装文化資料 

衣服・アクセサリー 

本館が所蔵する衣服標本資料とアクセサリー

標本資料の詳細分析情報、および関連フィー

ルド写真の情報（画像あり）。 31,696 件 

身装文献 

身装文化に関する雑誌記事、図書の索引情報。

1) 服装関連日本語雑誌記事(カレント)、2) 服

装関連日本語雑誌記事(戦前編)、3) 服装関連

外国語雑誌記事、4) 服装関連日本語図書、5) 

服装関連外国語民族誌で構成。 181,770件 

近代日本の身装電子年表 

洋装がまだ日常に定着していなかった 1868 

年（明治元年）から 1945 年（昭和 20 年）の

日本を対象とした身装関連の電子年表。「事

件」と「現況」、「その年の情景」、「回顧」、

テキスト画像で構成される。当時の新聞記事

と身装関連雑誌から情報を収録。 
11,905 件 

身装画像―近代日本の身装文化 

和装と洋装が拮抗していた 1868 年（明治元

年）から 1945 年（昭和 20 年）までの日本を

対象とした身装関連の画像データベース。当

時の新聞小説挿絵、写真、図書中の図版、ポ

スターなどから画像を収録。 6,741 件 

 

ファクト、他 

国内資料調査報告集 ＊ 

日本国内における、1) 民具などの標本資料類

の所在、2) 伝統技術伝承者の所在、3) 民族・

民俗映像記録の所在、4) 民族・民俗関係出版

物の所在、に関する情報。本館が委嘱した国

内資料調査委員による調査報告集（1980 年

～ 2003 年）をデータベース化。 21,373 件 

3 次元 CG で見せる建築－東南アジア島嶼部

の木造民家 

佐藤浩司本館准教授が 1981 年以来調査して

きた東南アジア各地の木造建築物の情報。民

家の 3 次元 CG から作成した gif アニメーシ

ョンにより建築物内外を巡回して見ることが

できる。 

36 地点 

57 棟 

津波の記憶を刻む文化遺産－寺社・石碑デー

タベース 

日本の沿岸部に残されている、地震や津波災

害の記憶を伝える寺社や石碑、銘板などの情

報（画像あり）。 
440 件 

平成の百工比照コレクション 

金沢市と金沢美術工芸大学が、全国各地の工

芸品について、工程・技法がわかる見本や製

品見本、製作道具、材料を収集整理して作成

した標本集「平成の百工比照」に関する情報

（画像あり）。 553 件 



３．民族学研究アーカイブズ一覧（令和 3年 2月 1日現在） 

 

・青木 文教（あおき ぶんきょう）アーカイブ 

・石毛直道（いしげ なおみち）アーカイブ 

・泉 靖一 (いずみ せいいち）アーカイブ 

・岩本 公夫 (いわもと きみお）アーカイブ 

・内田 勣（うちだ いさお）・1930年代台湾および日本を中心とした東アジア文化アーカイブ 

・梅棹 忠夫（うめさお ただお）アーカイブズ 

・江口 一久（えぐち かずひさ）・アフリカ-アジアの言語アーカイブ 

・大内 青琥（おおうち せいこ）アーカイブ 

・沖 守弘（おき もりひろ）・インド民族文化資料アーカイブ 

・桂 米之助（かつら よねのすけ）アーカイブ 

・鹿野 忠雄（かの ただお）アーカイブ 

・木内信敬（きうち のぶゆき）「ジプシー(ロマ)研究」アーカイブ 

・菊沢 季生（きくざわ すえお）アーカイブ 

・栗田靖之-別府春海（くりたやすゆき-べふはるみ）・日本人の贈答アーカイブ 

・小林 保祥（こばやし やすよし）-台湾南部原住民族アーカイブ 

・篠田統（しのだ おさむ）アーカイブ 

・杉浦 健一（すぎうら けんいち）アーカイブ 

・西北ネパール学術探検隊 1958年データカードアーカイブ 

・土方 久功（ひじかた ひさかつ）アーカイブ 

・馬淵 東一（まぶち とういち）アーカイブ 

・丸谷 彰（まるたに あきら）・朽木村針畑生活資料アーカイブ 

・「日本文化の地域類型研究会」アーカイブ 

 

 

４．そ の 他 

    本館の研究活動情報、展示、本館の刊行物、本館が所蔵する図書資料の検索などあらゆる情報を 

ウェブサイトで提供しています。 ウェブサイトのアドレスは、http://www.minpaku.ac.jp/ 

http://www.minpaku.ac.jp/


資 料 ３ 

共同研究会旅費所要額算出資料 

 

 

 共同研究会開催計画に伴う所要経費（館外共同研究員旅費）については，下記により算出してくださ

い。 

 なお，本資料は，館外の共同研究員が共同研究会に参加された場合の目安金額であって，実際に研究

会に参加されたときは本館の旅費支給規則に基づき計算しますので金額が異なります。 

 

記 

 

１．次の区分の住所により，下表の地区別を適用してください。 

 ① 公的機関（国，地方公共団体，大学法人等），私立大学，会社等に所属される共同研究員は，共

同研究員の所属機関の住所 

② 非常勤講師，大学院生及び所属機関のない共同研究員は，共同研究員の自宅住所 

 

◎ 共同研究会出席（１人・１回当たり）の所要経費（概算） 

 

地区別 

 

都 道 府 県 名 １日開催の場合 連続２日開催の場合 

北海道 北海道全域 

1泊 2日 

８６，３４０円 

2泊 3日 

９９，８４０円 

東 北 青森県，秋田県，山形県，岩手県，

宮城県，福島県 
７７，８００円 ９３，４６０円 

関 東 東京都，埼玉県，千葉県，神奈川県 ４６，３００円 ５９，８００円 

茨城県，栃木県，群馬県 ５１，１００円 ６４，６００円 

甲信越 新潟県，山梨県，長野県 ４８，４００円 ６１，９００円 

北 陸 富山県，石川県，福井県 ３２，４００円 ４５，９００円 

東 海 岐阜県，静岡県，愛知県，三重県 

日帰り 

１７，４００円 1泊 2日 ４１，１００円 

近 畿 大阪府，兵庫県，京都府，滋賀県，

奈良県，和歌山県 
３，７００円 日帰り ７，４００円 

中 国 鳥取県，島根県，岡山県，広島県，

山口県 

1泊 2日 

３６，４００円 

2泊 3日 

４９，９００円 

四 国 香川県，徳島県，愛媛県，高知県 ３７，１００円 ５０，６００円 

九 州 福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，

大分県，宮崎県，鹿児島県 
５１，８００円 ６５，２６０円 

沖 縄 沖縄県 ６８，８００円 ８２，３００円 
 

 

 


